
グッドコーチに求められる資質能力 

 

○ スポーツ指導者（コーチ）は、スポーツ科学やスポーツ医・科学の知識・技能を身

に付けていることはもとより、スポーツの意義と価値を理解した上で、スポーツと

は何か、何のためにスポーツ指導をしているのかを常に自分自身に問いかけ、成

長し続ける必要がある。 

○ 「グッドコーチに求められる資質能力」は、プレーヤーやスポーツの未来に責任を

負う上で幹となる思考・判断を中心に、実際のコーチングを適切な方法で表現し

良好な関係を築くための態度・行動、あらゆるスポーツコーチングの場面で必要と

なる知識・技能（共通）と個々のコーチング現場別（競技別、年代別、レベル別、

障害の有無など）において必要となる知識・技能（専門）により形成される。 

○ グッドコーチは、知識・技術の習得はもちろん、人間力を養うことも重要とされて

いる。以下がグッドコーチに必要とされる能力。 

人間力（思考・判断）：自分自身のコーチングを形づくる中心にあるもの 

人間力（態度・行動）：プレーヤーや社会との良好な関係を築くために必要な資質

能力 

知識・技能（スポーツ知識・技能）：スポーツ指導を行ううえで必要となるスポー

ツ科学の知識・技能 

 

グッドコーチ像 

スポーツを愛し、その意義と価値を自覚し、尊重し、表現できる人 

グッドプレーヤーを育成することを通して、豊かなスポーツ文化の創造やスポーツ

の社会的価値を高めることができる人 

プレーヤーの自立やパフォーマンスの向上を支援するために、常に自身を振り返り

ながら学び続けることができる人 

いかなる状況においても、前向きかつ直向きに取り組みながら、プレーヤーと共に

成長することができる人 

プレーヤーの生涯を通じた人間的成長を長期的視点で支援することができる人 

いかなる暴力やハラスメントも行使・容認せず、プレーヤーの権利や尊厳、人格を

尊重し、公平に接することができる人 

プレーヤーが、社会の一員であることを自覚し、模範となる態度・行動をとれるよ

う導くことができる人 

プレーヤーやプレーヤーを支援する関係者（アントラージュ）が、お互いに感謝・

信頼し合い、かつ協力・協働・協調できる環境をつくることができる人 

（出典）平成 27 年度スポーツ庁委託事業 コーチ育成のための「モデル・コア・カリキュラム」作成事業報告書 

（平成 28 年 3月公益財団法人日本体育協会） 


